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半半田田のの都都市市再再生生  ～歴史力の蓄積と市民力の発揮～ 

井 澤 知 旦      
 

 

半
田
（愛
知
県
）と
い
え
ば
…
…
… 

「
半
田
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」聞
か
れ
て
、

皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
「
京
都
検
定
」
に
倣
っ
て
半
田
検
定
の
試

験
が
あ
る
な
ら
、「
は
て
？
」
と
思
い
当
た
る
節

が
な
い
人
は
落
第
。「
山
車
の
あ
る
街
だ
」「
蔵

の
あ
る
街
だ
」
と
い
う
人
は
平
均
点
。「
二
百
年

の
歴
史
を
持
つ
ミ
ツ
カ
ン
の
本
社
の
あ
る
街

だ
」「
童
話
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
で
有
名
な
新
美
南

吉
の
街
だ
」
と
思
う
人
が
い
れ
ば
及
第
点
で
し

ょ
う
か
。「
五
大
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
だ
っ

た
カ
ブ
ト
ビ
ー
ル
の
赤
レ
ン
ガ
建
物
の
あ
る
街

だ
」「
黒
沢
明
監
督
に
よ
る
『
姿
三
四
郎
』
の
撮

影
場
所
に
使
わ
れ
た
街
だ
」
と
得
意
げ
に
語
る

人
は
半
田
通
で
す
。 

半
田
市（
人
口
十
一
万
人
、面
積
四
十
七
ｋ㎡
）

は
知
多
半
島
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
政
治
・
経

済
・
文
化
の
中
心
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
江
戸

期
に
酒
・
酢
や
綿
織
物
が
海
運
に
よ
っ
て
江

戸
・
大
坂
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。明
治
以
降
、

産
業
の
近
代
化
が
進
み
ま
す
が
、
戦
後
、
繊
維

産
業
が
衰
退
し
、
臨
海
部
で
工
業
が
立
地
し
て

い
き
ま
す
。
醸
造
業
の
多
く
は
衰
退
す
る
も
の

の
、
世
界
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
る
企
業
も
あ

り
ま
す
。中
部
国
際
空
港
が
常
滑
沖
に
で
き
て
、

新
た
な
飛
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

半
田
の
豊
か
な
地
域
資
源 

地
域
の
産
業
の
発
展
は
冨
の
蓄
積
も
す
す
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
蓄
積
が
江
戸
期
か
ら
今
日

ま
で
山
車
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
組
織

（
組
）
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。 

醸
造
産
業
は
企
業
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
継

承
と
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
企
業
博
物
館
（
博
物
館
酢

の
里
や
酒
の
文
化
館
）
が
運
営
さ
れ
、
醸
造
の

一
つ
で
あ
る
ビ
ー
ル
工
場
も
赤
レ
ン
ガ
建
物
と

し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。
半
田
運
河
沿
い
の
醸

造
蔵
が
連
な
る
風
景
は
観
光
資
源
の
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
の
保
存
・
活
用
だ
け
で
な
く
、
今
日
の
食

酢
の
寿
司
の
元
と
な
る
「
尾
州
早
ず
し
」
や
「
カ

ブ
ト
ビ
ー
ル
」
の
復
元
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

山
車
や
産
業
資
源
以
外
に
も
新
美
南
吉
と
い

う
文
化
資
源
も
こ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。 

半
田
と
都
市
再
生 

 

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
い
か
に
地
域
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
か
。
平
成
十
六
年
度
に
全
国
都

市
再
生
モ
デ
ル
調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実

施
に
あ
た
り
、(

社)

愛
知
建
築
士
会
半
田
支
部

が
中
心
と
な
っ
て
個
別
の
目
的
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
る
市
民
団
体
や
業
界
団
体
、
行
政
等
に

よ
る
「
半
田
蔵
の
ま
ち
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
半
田
の
特
徴
は
ま
さ
に
実
行
力
の
あ

る
市
民
団
体
が
数
多
く
あ
る
こ
と
で
す
。
福
祉

か
ら
、
防
災
、
施
設
の
保
存
活
用
、
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
、
教
育
、
大
衆
演
芸
ま
で
多
種
多
様

で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
す
。 

テ
ー
マ
は
次
の
三
つ
に
絞
り
ま
し
た
。
①
半

田
市
が
平
成
八
年
に
購
入
し
た
も
の
の
財
政
難

か
ら
改
修
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
る
半
田
赤
レ

ン
ガ
建
物
（
旧
カ
ブ
ト
ビ
ー
ル
工
場
）
を
民
間
資
金

の
導
入
を
含
め
い
か
に
有
効
活
用
し
て
い
く
の

か
、
②
企
業
博
物
館
と
既
存
の
歴
史
を
持
つ
重

厚
な
建
築
物
群
を
結
ぶ
小
路
「
下
町
通
り
」
の

環
境
整
備
を
い
か
に
図
る
か
、
③
半
田
赤
レ
ン

ガ
建
物
と
紺
屋
海
道
、「
下
町
通
り
」
の
回
遊
性

を
い
か
に
高
め
る
か
、
で
す
。
生
活
の
質
向
上

と
集
客
交
流
の
両
立
が
テ
ー
マ
で
す
。 

 

最
近
の
都
市
再
生
へ
の
取
り
組
み 

 

平
成
十
七
年
九
月
十
日
に
「
赤
煉
瓦
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
二
〇
〇
五
半
田
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
地
の
取
組
み
経
験
の
交
流
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
赤
レ
ン
ガ
事
業
を
推
進
す
る
た
め

に
は
市
民
の
力
な
し
で
は
で
き
な
い
の
で
、
半

田
に
あ
る
十
二
の
市
民
団
体
が
日
頃
の
活
動
を

発
表
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
昨

年
末
に
は
半
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
、

赤
レ
ン
ガ
建
物
の
雑
草
が
茂
っ
て
い
た
南
敷
地

を
レ
ン
ガ
舗
装
と
記
念
樹
、
ベ
ン
チ
の
設
置
が

な
さ
れ
、憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

行
政
の
縦
割
り
を
廃
し
、
市
民
力
を
強
化
す

る
た
め
、
素
敵
な
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
た
各
団

体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
「
半
田
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
昨
年
度
の
調
査

で
提
案
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
新
年
早
々
立

ち
上
が
る
予
定
で
す
。 

 

正
に
蓄
積
さ
れ
た
歴
史
力
と
市
民
力
の
発
揮

に
よ
り
都
市
再
生
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

                                             

                                             

どんな都市にも、住民が誇りうるまちづくり資源が豊富にあるはずです。しかし、なかなかうまく掘り起こせず、

また組み合わせることが出来ずにいます。その点で愛知県半田市の取り組みは参考になります。 

半田市は 11 万人強の都市ですが、31 台の絢爛な山車を支えるだけの地域の力があります。歴史的に蓄積され

た産業資源が豊富で文化資源もあります。でも、あるだけでは不十分です。それを保存し、活用し、さらには復元

していく市民力が必要です。それが半田にはあります。 

 都市再生にはもちろん山あり谷ありでしょうが、着々と進めている半田の姿がそこにあります。 

主要な地域資源一覧 
 施設名 施設内容 

半田赤レンガ建物 
＊旧カブトビール工場 

（半田市所有） 

中埜酢店四代目中埜又左右衛門と敷島製パン創業者盛田善平等が明

治 22 年にビール製造を開始。その後に事業拡張のため明治 31 年

に建設された工場。明治建築界の三巨頭の一人である妻木頼黄によ

る、初期ビール工場の姿を今日に伝える遺構。赤煉瓦倶楽部･半田が

イベント等で活用。国の登録有形文化財 

博物館酢の里 

（ミツカン） 

粕酢誕生の地である半田に開かれた、日本唯一のお酢の総合博物館

です。昔を偲ばせるたたずまいの中で、倉人たちがつくりあげてき

たお酢づくりの精神と技術、そして健康的なくらしに役立つお酢に

関する情報を様々な形で紹介 

酒の文化館 

（中埜酒造） 

「日本酒」の知識と理解を深める施設（1986 年オープン）。重厚な

黒塗りの壁、格子の填った白い漆喰窓をもつ建物は、1972 年まで

約 200 年にわたって実際に酒造りが行われた酒蔵をそのまま生か

したもので、この建物自体が東海地方の酒造史の語り部 

新美南吉関連施設 
「ごんぎつね」で有名な童話作家新美南吉の関連施設として新美南

吉記念館や同生家・養家がある。 

T’S  CAFE 
「旧中埜家住宅」（国指定重要文化財）を活用した、2001 年（平成

13 年）９月に開店した「紅茶専門の喫茶店」 

小栗家住宅 

小栗家住宅は、江戸時代以来、醸造業の盛んな知多半島の半田にあ

って、万三商店という屋号で醸造業に加えて肥料・米殻・綿糸も商

う、この地方屈指の豪商の邸宅。古いものは 130 年以上を経過。現

在も住宅として使用、原則として非公開。国の登録有形文化財 

中埜半六邸 

中埜半六邸は江戸時代から海運業と醸造業で栄えた半田有数の豪

商。その邸宅は敷地規模 1,000坪、家屋床面積は 300坪に及ぶ。市

民の手（半六倶楽部）による修復とイベントの開催を積極的に展開。 
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春扇楼末廣 

半田市内屈指の料亭の一つ。ここは『姿三四郎』撮影当時、黒澤監

督率いるロケ隊が昼食をとった場所。それにちなんだイベントや「末

廣寄席」等の大衆芸、雛祭りなどのイベントに積極的に参画。 

半田運河周辺 

江戸期にはミツカン、中埜酒造などがこの地で創業している。現在

でも、半田運河沿いには多くの工場・倉庫からなる「蔵のまち」の

街並みが形成されている。 

紺屋海道 

 

江戸時代、半田港が開かれるまでの間、大野港と下半田を結ぶ交通

の要衝であった。現在では、お寺やお社などが点在し、昔ながらの

街並みが残る静かな通りとなっている。また、日本料理屋、せんべ

い屋など、「食」に関する観光資源も立地している。紺屋海道研究会

が「ゆかた de紺屋海道」イベントを実施 

 

 

 

エ

リ

ア

系 

蔵しっくたうん 

ＪＲ武豊線半田駅にある半田駅前商店街振興組合は、料亭の春扇楼

末廣や和菓子の老舗松華堂といった資源があり、「蔵しっくたうん」

をキャッチフレーズに活性化を図ろうとしている。 

 

そ

の

他 

山車（３１台） 

1750年前後から大正年代にかけて、建造・再造・売却等され、現在

31 台のからくり山車が残存。人口 11万人強の都市でこれだけの山

車を保有し・管理・運営できることは、過去は裕福な土地柄であり、

また地域組織（組）がしっかりと活動していることを表している。 

中心市街地における主要地域資源と回遊性 

N 
0 100 200 300 400 500m 
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再開発地区 
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景観重点整備地区 

名鉄知多半田駅 

ＪＲ半田駅 

回遊性の強化 

紺屋海道 

ゾーン 

下 町 通

り

半田運河沿いの醸造蔵 

中埜半六邸 

小栗家住宅 

酒の文化館 

博物館酢の里 

紺屋海道 

半田赤レンガ建物 

春扇楼末廣 


